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 「今年の夏も暑かった、そして長かった。」この

ところ、毎年のように「今年の夏は暑いですね。」

と言っている気がします。夏の暑さが以前のもの

とは違ってきているのを誰もが感じているのでは

ないでしょうか。それに加えて、「夏が長い」と感

じているのも私だけではないと思います。実際に

東京都心では、今年観測史上最も遅い猛暑日を９

月１８日に記録しました。 

 この暑さは、学校における教育活動にも様々な

影響を与えています。体育の時間や休み時間の前

には、暑さ指数（WBGT）計を確認し、活動の可否

を判断することが日常となりました。近年では、

暑すぎてプールに入ることができないということ

も増えてきました。夏季休業中の水泳指導におい

ても、水質を管理し、準備を整えておいても、中

止になることが度々あり、自治体によっては夏季

休業中の水泳指導そのものをなくしたところもあ

りました。 

このような状況の中、生活科の学習でアサガオ

を育てていた１年生の担任から「なんだか、アサ

ガオの種が全然とれないんですよね。」という声が

聞かれました。夏の間たくさんの花を咲かせてい

たアサガオ、「そんなはずはないだろう」と思って

見てみますと、確かに枯れた花はたくさんあるの

ですが、それに比べると明らかに種の数が少ない

ようです。ほかの先生にも聞いてみると、中には

「うちのクラスはそんなことないですよ。」という

先生もいます。同じ業者から購入したアサガオの

種、同じ植木鉢、同じ培養土、そして同じ学校の

敷地内で育てたのにこの違いはなぜ起きたのか。

水やりの頻度や愛情のかけ方の違い？そんなこと

を考えて眺めていると、両者の違いに気が付きま

した。それは、鉢の置いてある場所です。種がよ

くできていたクラスは、アサガオの鉢を置いてい

る場所の南側に体育館があり、日当たりがあまり

良くなかったのです。一方、種があまりできてい

なかったクラスは、とても日当たりのよい場所に

アサガオの鉢を並べていました。どうやら、日当

たりがよく、あまりに暑い夏は、アサガオにとっ

てもつらいものだったようです。都内の知り合い

に調査を依頼したところ、２１校中６１．９％の 

学校で種の数が減少しているか、全くできていな

いということも分かりました。また、４年生で栽

培する「ヘチマ」も似たような状況であることも

分かってきました。 

調べてみますと、この現象には２つの原因が考

えられるようです。いずれも、もとにあるのは高

温です。一つは、気温が高すぎて、水分の蒸発と

直射日光の強さで花がしおれていくスピードが急

激であるため、しおれていく段階でめしべに花粉

がつかなかったり、受粉しても子房が成長するよ

り早く枯れてしまったりすること。もう一つは、

気温が高すぎて、蜜を吸う昆虫が飛来していない

こと。確かに今夏は蚊が少ないと感じていました。

夏の暑さが明らかに一段上がって、昆虫の生息域

も変わってきているのでしょう。温暖化が生物多

様性に影響を与えると言われるゆえんです。ただ、

アサガオに関しては自家受粉するため、昆虫の影

響は少ないかもしれません。 

アサガオは栽培が容易で、種まき、発芽、開花、

結実の時期が教育課程と合致する生長の観察がし

やすい植物です。しかし、温暖化により気温上昇

が毎年続く現状を考えると、アサガオの栽培につ

いても何らかの対策を講じていくことが必要にな

るかもしれません。そして、温暖化そのものにつ

いても子供たちとともに考え、具体的に行動を起

こすための学びが必要となることは言うまでもあ

りません。 

この暑さを感じているのは、私たちだけではない 
東京都小中学校環境教育研究会長   

調布市立上ノ原小学校長 箱﨑 高之 
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令和６年６月２７日(木)、書面にて東京都

小中学校環境教育研究会総会を開催しました。 

議事として、令和５年度事業報告、決算報

告、会計監査報告、新役員承認、令和６年度

事業計画案、予算案、研究計画案について審

議し承認されました。 

 

◆令和５年度事業報告 

１ 令和５年度総会 ６月８日～２１日 

書面総会 

２ 研究部の活動の充実 

（１）研修会 

・自然観察会  令和５年８月４日 御岳山 

・夏季研修会(エネルギー研修会)   

令和５年８月７日 

      Ｊ－ＰＯＷＥＲ横浜・磯子石炭火力発電所 

・夏季研修会(スチール缶リサイクル協会工場見学会)  

令和５年８月８日  

さいたま市桜環境センター・東洋製缶埼玉工場 

・夏季研修会(東京都環境公社主催環境教育研修会) 

  令和５年８月９日 WEB 

 

（２）授業実践と事例報告 

３ 全国小中学校環境教育研究会と連携 

第55回全国小中学校環境教育研究大会 

（第59回東京都小中学校環境教育研究会発表会と共催） 

令和６年１月２６日  

対面・オンライン同時開催 

 

講演 「気候危機にどう向き合うか」 

～参加者とのディスカッションを交えて～ 

講師：東京大学未来ビジョン研究センター 教授

国立環境研究所 地球システム領域  

上級主席研究員 江守 正多 氏 

 

４ 会報「東京の青い空」第 72・73 号発行 

 

 

◆令和５年度決算報告     

１ 収入 

項 目 予算額 決算額 適用 

繰 越 金 1,893,120 1,893,120 Ｒ４年度繰越 

分 担 金 850,000 897,300 1校1000円等 

研究奨励費 160,000 0 弘済会研究助成奨励金 

研究助成金 198,000 190,000 東京都研究助成金 

利  息 0 17 ２回分 

計 3,101,120  2,980,437   

２ 支出 

項 目 予算額 決算額 適用 

総 会 費 40,000 0 書面開催のため 

会 場 費 70,000 45,000 研究会会場費 

事 務 費 30,000 5,566 事務経費 

研 究 費 700,000 15,000 環境学会会費 

講 演 会 費 300,000 30,000 講師謝礼 

見 学 費 60,000 16,000 交通費補助 

印刷広報費 300,000 206,761 機関誌代 

通 信 費 50,000 11,656 送 料 費 

全国大会費 300,000 300,000 全国大会紀要、運営補助 

発 表 会 費 348,000 150,000 運 営 費 

全国小中学校環境教育研究会 0 300,000 絵画コンクール補助 

予 備 費 708,310 0  

計 2,906,310  1,079,983   

差引残高 1,900,454円は、次年度に繰り越します。 

３ 会計監査報告 

 上記の決算について監査により相違ないことを

認めます。 

令和６年６月８日 

会計監査  

元多摩市立連光寺小学校長  棚橋  乾 

元品川区立大井第一小学校長 藤森 克彦 

 

 

 

 

 

令令和和６６年年度度東東京京都都小小中中学学校校環環境境教教育育研研究究会会総総会会報報告告  
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◆令和６年度事業計画 

１ 令和６年度総会 

令和６年５月２０日～３０日  書面総会 

 

２ 研究部の活動の充実 

（１）研修会 

・自然観察会  令和６年８月２日 御岳山 

・夏季研修会(東京都環境公社主催環境教育研修会) 

         令和６年８月８日 対面開催 

・J-POWER 先生方のためのエコ☓エネ 

体験ツアー2024 水力編（奥只見ダム） 

令和６年１０月２６，２７日 

 

（２） 授業実践と事例報告 

 

３ 全国小中学校環境教育研究会と連携 

第56回全国小中学校環境教育研究大会 

（第60回東京都環境教育研究発表会と共催） 

令和６年１２月２６日(木) 13:00～16:45 

エコギャラリー新宿 

講演 「ＥＶシフトはＣＯ２ 削減の救世主になれるのか？」 

講師： Touson自動車戦略研究所代表 自動車・環境技術戦略アナリスト 

愛知工業大学工学部客員教授 工学博士 藤村 俊夫 氏 

 

４ 会報「東京の青い空」第 74・75号発行  

 

 

 

◆令和６年度予算 

１．収入 

項 目 予算額 適 用 

繰 越 金 1,900,454 Ｒ５年度繰越金 

分 担 金 850,000 分担金1校1,000円等 

研究助成金 190,000 東京都教職員研修センター研究発表報償費 

利  息 17  

計 2,940,471    

２．支出 

項 目 予算額 適    用 

総 会 費 50,000 総会要項印刷等 

会 場 費 100,000 定例役員会、研究部会、研究員発表会費 

事 務 費 10,000 事務経費 

研 究 費 
300,000 集録作成、研究資料費、環境

教育学会会費、夏季研修費  

講演会費 100,000 講師謝礼 

見 学 費 50,000 研修会見学費、交通費補助 

印刷・広報費 
300,000 ｢東京の青い空」・WEB更新費 

ホームページ更新料 

通 信 費 30,000 通信・送料費 

環境絵画コンクール補助費 350,000 コンクールにかかる諸経費 

全国大会費 300,000 全国大会紀要作成補助 運営補助等 

発表会費 150,000 全国大会研究会補助費 

予 備 費 1,200,471   

計 2,940,471   

◆令和６年度役員 

役 職 氏   名 学 校 名 役 職 

顧  問 

棚橋   乾 元多摩市立連光寺小学校 元校長 

國分 重隆 教育庁指導部指導企画課 専門員 

藤森 克彦 元品川区立大井第一小学校 元校長 

会  長 箱﨑 高之 調布市立上ノ原小学校 校 長 

副 会 長 
關口 寿也 多摩市立連光寺小学校 校 長 

伊勢 明子 杉並区立高井戸小学校 校 長 

事
務
局 

事務局長 伊藤 修久 世田谷区立玉堤小学校 校  長 

次 長 佐藤 弘典 世田谷区立城山小学校 校 長 

研
究
・
広
報
部 

部 長 鈴 木  元 町田市立ゆくのき学園(小中一貫) 校 長 

副部長 井 田  孝 港区立芝浦小学校 校 長 

副部長 佐々 木 哲哉 八王子市立中野北小学校 主幹教諭 

研
修
部 

部 長 森田 哲生 日の出町立平井小学校 校 長 

副部長 天野 拓二 多摩市立鶴牧中学校 副校長 

副部長 田中 新一 三鷹市立(三鷹中央学園)第三小学校 副校長 

会
計
部 

部 長 棗 まゆみ 羽村市立栄小学校 校 長 

副部長 坂野 真貴子 多摩市立多摩第三小学校 校 長 

会計指南 鈴木 朝代 杉 並 区 特 別 支 援 教 育 課 元校長 

会計指南 鰺坂 映子 町田市立鶴川第三小学校 校 長 

会計監査 
棚橋   乾 元多摩市立連光寺小学校 元校長 

藤森 克彦 元品川区立大井第一小学校 元校長 

ＯＢ役員 

冨田  広 多摩教育事務所指導課 指導専門員 

杉本 茂雄 元中央区立阪本小学校 元役員 

宮原  元 品川区教育委員会学校地域連携係 コーディネーター 

末吉  潤一 元江戸川区立西小岩小学校 元校長 

邊見 公子 元杉並区立桃井第二小学校 元校長 

阿閉 暢子 元多摩市立愛和小学校 元校長 

野澤 由美 府中市立教育センター 指導員 

佐々木 智津子 元中野区立鷺ノ宮小学校 元副校長 
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８月２日(金)に青梅市の御岳山で３年目となる自然観察会を実施しました。

小・中学校の教員、合わせて３１名の参加がありました。今年も募集を開始

した当日に定員に達してしまい、急遽１０名ほどの追加をした人気の観察会

です。今年のテーマは～東京山間部の豊かな自然と野生動物との共生～。昨

年度に引き続き、元御岳ビジターセンター解説員であり、現在は「東京の川

と森」をフィールドに自然ガイドとして活動されている宮田 浩 先生を講師

に迎え、御岳山の自然の中で、「ムササビの暮らしと森林の関係」「レンゲ

ショウマの生存戦略」「ニホンジカとニホンカモシカによる地域植生の影響

と野生動物との共生」などについて学びました。  

午前中はロックガーデンまでフィールドワーク。途中ニホンカモシカに遭遇。「本来奥山にいるはずのニ

ホンカモシカがなぜ御岳山にいるのか？」ニホンジカの増加の関係とコロナ禍のロックダウンから、ニホン

カモシカの生息場所の変化を考えました。昼食後は元青

梅市文化財保護指導員であり「宿坊 嶺雲荘」のご主人で

ある須崎 直洋さんによる御岳山講和もお聞きし、御岳

山や宿坊の歴史にも触れることができました。最後は、

６月にオープンしたばかりの展望ブランコ「ムササビス

ウィング」の体験もでき、大変充実した研修会となりま

した。 

 

 
 

 ８月８日（木）に東京都環境局が主催する、小学校教員向け環境教育研修会「やって

みよう！ 環境教育プログラム」の第５回「いまさら聞けないSDGs 第ニ弾」が、公益社団

法人 東京都環境公社にて行われました。この研修に、全国小中学校環境教育研究会

会長、東京都小中学校環境教育研究会研究広報部部長、同副部長、同研究員の４名が

講師として参加しました。これまで本講座で積み重ねられてきた環境教育に関する知見

を活用し、カリキュラムづくりを通して、実践のヒントを掴むことが目的です。当日は１２名

の参加者でした。 

 前半は、講義です。近年の温暖化に起因する諸問題の現状や温暖化の防止に向けた

取り組み、SDGsを達成するために求められるESDの学びを実現するための方法、全国の実践事例等の説明を行いました。 

後半はSDGsを達成するためのESDのカリキュラム作りです。３つのグループに分かれて活動しました。 

小学校６年生を対象に「江戸川の５０年後を守る」をテーマにしたグループでは、各教科と関連付けながら、身近な河

川のごみ拾いの体験から課題をつくり、解決に向けて取り組みながら学んだ成果を、地域の方へ発信する、というカリキュ

ラムを作成しました。 

小学校６年生を対象に「港区のことを調べ、魅力を発信する」をテーマにしたグループは、大使館や施設等の都市の

人的資源を有効活用し、他国との比較のなかで自分たちの街のよさを見出し発信しよう、というカリキュラムを作成しま

した。 

小学校５年生を対象に「豊かな善福寺川を守ろう」をテーマにしたグループは、地域の都市河川について、区役所や

地域の環境ボランティアと連携しながら学びを積み重ね、地域版SDGsを作って、区長に提案する、というカリキュラムを作

成しました。 

どのグループも前半の講義の内容をもとに、自然環境や人的環境などの地域資源を活用した、個性豊かなESDカレン

ダーとなりました。最後はグループごとに発表し、互いの学びを認め合いました。今回この研修に参加し、それぞれのグ

ループでの議論を伺いながら、柔軟に地域資源を活用すること、より豊かな出会いや体験をカリキュラムの中に教科と関

連付けながら位置付けること、身近な環境に親しみながらSDGs達成に向けてESDの学びを深めること等が大切だと改め

て考えました。SDGsの年限に向け、研修に参加された先生方が、それぞれ学校でESDやSDGsの実践、地球温暖化を防

ぐ発信源となってくれることを切に願っています。

夏季研修会報告① 

東東京京都都環環境境局局主主催催・・小小学学校校教教育育向向けけ環環境境教教育育研研修修会会  
第第５５回回「「いいままささらら聞聞けけなないいSSDDGGss  第第二二弾弾」」  

八八王王子子市市立立中中野野北北小小学学校校  主主幹幹教教諭諭  佐佐々々木木  哲哲弥弥  

御御岳岳山山自自然然観観察察会会  
～～東東京京山山間間部部のの豊豊かかなな自自然然とと野野生生動動物物ととのの共共生生～～  

日日のの出出町町立立平平井井小小学学校校  校校長長  森森田田  哲哲生生  

  

夏季研修会報告② 
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Ⅰ 開催日時・会場  

7月 25日（木）パルテノン多摩 

29 日（月）きゅりあん品川   

両日とも 13時 30分から 16 時 30 分 

Ⅱ 報告  

東京都教育委員会主催でカーボンハーフ推進教育フォーラ

ムが行われました。都内小中学校から各１名以上の教職員が

集い、東京都の掲げるカーボンハーフ推進教育について都教

育委員会、東京都環境局の施策説明、事例発表、ポスターセ

ッション、講演等が行われました。事例発表では、町田市立

小中一貫ゆくのき学園の事例とともに、本研究会の研究部の

研究事例を紹介しました。また、中学校の事例として豊島区立北巣鴨中学校の事例が紹介されました。 

後半では、「気候の危機と社会の大転換」と題し、東京大学未来ビジョン研究センター教授 江守 正多先

生（昨年度 本研究会研究大会講師）によるご講演がありました。江守先生は、これまでの地球温暖化を表

す根拠資料をもとに、「『脱炭素化』はしぶしぶ努力して達成できる目標ではない。社会の「大転換」が起き

る必要がある。」とお話しされ、多くの参加者は環境教育の大切さを実感している様子でした。 

Ⅰ 主題設定の理由 

私たちの生活において、多くの場面でSDGsのアイ

コンを目にするようになっている。また、子供たち

の多くは、様々な環境問題について学ぶ機会が増え、

環境保全意識が高まってきているように思われる。

実生活では、紙ストローの利用やマイボトル持参の

推奨などCO2削減に向けて取り組まれている一方、ペ

ットボトル飲料やプラスチック繊維の減少には、つ

ながっていない。また、環境問題と言っても、扱わ

なければならない課題は、プラスチック問題、エネ

ルギー問題、気候変動等と多岐にわたる。このまま

では2030年にSGDsを達成することは、大変困難であ

る。さらに2030年以降向けて、一人一人の意識改革

と行動変容がより一層重要になっていく。 

これまでの本研究会の研究も踏まえ、より身近な

環境への保全意識を醸成し、子供たちが自ら考え、

取り組むことが、将来の行動変容につながると考え

た。 

そこで、今年度の研究は、総合的な学習の時間を

中心とした「学校ビオトープ」の活用に焦点を当て

た。多くの学校にある「ビオトープ」を活用した実

践を行うことは、環境課題に対する行動変容に一見

遠回りのように思われる。しかし、より身近な環境

への保全意識を高めることで、多岐にわたる環境課

題をより自分事として捉え、自分には何ができるの

かを具体的に考え、行動することができるようにな

ると考えた。 

―私たちにはESDがある― 

これまで本研究会が取り組んできたESDは、その実

現を可能にすると信じる。それは教育の、教師の、

そして児童・生徒の変容をまさに希求するものであ

る。 

Ⅱ 研究の方法 

(1) 役員定例会で理論構成 

(2) 本研究会で作成した「新しい環境教育」でしま

した児童・生徒の３つの能力・態度をもとに、

研究部において授業開発、授業実践を行う。 

(3) 研究発表校、研究部員所属校、外部機関と連携

し研究実践を深める。 

Ⅲ 研究の過程 

１ 学校現場でのESDの推進状況の確認 

２ 昨年度の研究成果の検証 

３ 研究部員の学校における授業実践 

４ 研究部員の学校間の交流授業実践 

４ ポートフォリオによる授業検証 

Ⅳ 授業実践例 

１ 第６学年「学校ビオトープの保全」 

(1) 自分の学校のビオトープの現状を知る。 

(2) 生物多様性、生態系の調査等を経て、学校ビオ

トープの抱える課題を見出す。 

(3) 各自の取組と関連付けながら、探求をしていく。

東東京京都都カカーーボボンンハハーーフフ推推進進教教育育フフォォーーララムム  報報告告  

町町田田市市立立小小中中一一貫貫ゆゆくくののきき学学園園  校校長長  鈴鈴木木  元元  

令令和和６６年年度度東東京京都都小小中中学学校校環環境境教教育育研研究究会会研研究究主主題題  

持持続続可可能能なな社社会会づづくくりりののたためめのの環環境境教教育育のの推推進進  
〜〜環環境境教教育育「「学学校校ビビオオトトーーププのの活活用用」」にによよっってて育育むむ学学力力とと環環境境保保全全意意識識〜〜  

夏季研修会報告③ 
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第第５５６６回回全全国国小小中中学学校校環環境境教教育育研研究究大大会会  

第第６６００回回東東京京都都小小中中学学校校環環境境教教育育研研究究発発表表会会  
  

【【  第第  一一  次次  案案  内内  】】  
  

木々の緑が色濃くなる時期となりました。皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。さて、全国

小中学校環境教育研究会、東京都小中学校環境教育研究会では、標記の大会を開催いたします。つきましては、全国

各地の小中学校、教育関係者をはじめ、多くの皆様のご参加をいただき、環境教育及び ESD のさらなる充実と発展を図

るべく、ここにご案内申し上げます。 
 
  

  

  

  

【【日日  時時】】      令令和和66年年1122月月2266日日（（木木））  １１３３時時００００分分～～１１６６時時４４５５分分  

      場場所所  エエココギギャャララリリーー新新宿宿  東東京京都都新新宿宿区区西西新新宿宿 22--1111--44  

              対対面面開開催催  （（後後日日期期間間限限定定録録画画配配信信予予定定））  
  

【【時時  程程】】  13:00  13:30   13:40        14:40 14:50    15:00            16:30    16:45  

受付 開会式 研究発表 講評 休憩 講 演 閉会式 

  

【【講講  演演】】 「「ＥＥＶＶシシフフトトははＣＣＯＯ２２  削削減減のの救救世世主主ににななれれるるののかか？？」」  

       講師 Touson自動車戦略研究所 代表 自動車・環境技術戦略アナリスト 

愛知工業大学工学部客員教授  博士（工学） 

藤村 俊夫 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

【【参参加加費費】】  対面参加・録画配信（資料代込） 2,000円  ただし、全国会員は無料 
 

【【主主  催催】】  全国小中学校環境教育研究会 ＜http://kankyokyoiku.jp/＞ 
東京都小中学校環境教育研究会 ＜http://kankyokyoiku.jp/tokyo/＞ 

  

【【後後  援援】】  文部科学省  環境省   東京都教育委員会  新宿区教育委員会  全国連合小学校長会  

 全日本中学校長会  東京都公立小学校長会  東京都中学校長会 日本教育公務員弘済会東京支部 

 日本ESD学会 日本環境教育学会  ESD活動支援センター 関東地方ESD活動支援センター   

（申請中） 

 

《研究主題》 持続可能な社会づくりのための環境教育の推進 
        環境教育によって育む学力と環境保全意識 

 

大会事務局     世田谷区立城山小学校  校長  佐藤 弘典 
ＴＥＬ 03-3429-2062  ＦＡＸ 03-3429-2049 
E-mail kou031@setagaya.ed.jp 

 

 講師プロフィール  

1980 年に岡山大学大学院工学研究科修士課程を修了後、トヨタ自動車工業(現トヨタ自動車)入

社。本社技術部にて 24 年間、新エンジンの開発、エンジンのシステム部品設計に従事。2004

年に基幹職 1 級（部長職）となり、将来エンジンの技術開発推進、パワートレーン戦略策定など

を行う。2011年に愛知工業大学に転出し、工学部機械学科教授として機械設計工学、熱力学、

自動車工学概論などの講義を担当。2018 年 4 月京都市へ転居と同時に同大学工学部客員教

授となり、Touson 自動車戦略研究所を立ち上げ、自動車関連企業数社の顧問をはじめ、コン

サルティング、執筆・講演活動などを行う。 

自動車技術会 代議員／論文校閲委員、機械学会会員。2003年「ディーゼルPM、NOx同時低

減触媒システムDPNR」で日本機械学会技術賞受賞 

著書に『EV シフトの危険な未来 2022 年 4 月発刊』『カーボンニュートラルを実現する自動車・

エネルギー産業のあるべき「経営・開発」2022年9月発刊』（共に日経BP）がある。 


